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土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

竹
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
や
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
災
害
の
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
を
ま
と
め
た
「
竹

田
市
地
域
防
災
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
（
広
報
た
け
た
６
月
号
と
あ
わ

せ
て
概
要
を
ま
と
め
た
ち
ら
し
と
緊
急
時
避
難
場
所
一
覧
を
配
布
し
ま
す
）。

　

大
分
県
で
は
、土
砂
災
害
防
止
法
（
平
成
13
年
４
月
施
行
）
に
基
づ
き
、

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
や
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を
土

砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
梅
雨
、
集
中
豪
雨
、
台
風
の
季
節
を
迎
え
、
が
け
崩
れ
、
地

す
べ
り
、
土
石
流
等
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

避難の心得　10か条

土
砂
災
害
の
特
徴
と
前
兆
を
知
り
ま
し
ょ
う

  

が
け
崩
れ

　

雨
や
地
震
等
の
影
響
で
、
急
激

に
斜
面
が
崩
れ
落
ち
る
現
象

  

土
石
流

　

山
や
川
の
石
や
土
砂
が
、
集
中

豪
雨
等
で
一
気
に
流
れ
落
ち
る
現

象

  

地
す
べ
り

　

雨
等
の
水
が
地
下
に
染
み
込

み
、
斜
面
が
断
続
的
に
滑
り
出
す

現
象

　

前　

兆

　

が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え

る
・
水
が
湧
き
出
る
・
小
石
が
パ

ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る
・
木
の
根
が

切
れ
る
等
の
音
が
す
る

　

前　

兆

　

山
鳴
り
が
す
る
・
雨
が
や
ま
な

い
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る
・
急

に
川
が
に
ご
り
流
木
が
混
ざ
る
・

ゴ
ム
の
焼
け
る
に
お
い
が
す
る

　

前　

兆

　

地
面
に
ひ
び
が
で
き
る
・
沢
や

井
戸
の
水
が
に
ご
る
・
斜
面
か
ら

水
が
吹
き
出
す
・
家
や
擁
壁
に
亀

裂
が
入
る

情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

　

普
段
か
ら
災
害
に
関
す
る
知
識

や
情
報
を
修
得
し
て
、
も
し
も
の

時
は
信
頼
で
き
る
情
報
を
元
に
、

速
や
か
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
無
線

　

一
番
身
近
な
情
報
で
す
。
避
難

勧
告
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

天
気
予
報
や
地
震
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

大
分
県
が
雨
量
や
河
川
水
位
の

警
戒
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

雨
量

http://sabo.pref.oita.jp/

水
位

http://river.pref.oita.jp/

携
帯
サ
イ
ト

http://river.pref.oita.jp/m
obile/

※
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
９
７
４‒

63‒

４
９
３
６
）
で
は
、竹
田
土
木
事
務
所
が
管
内
の
雨
量
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・緊急避難カードを身につける
・ヘルメット、防災ずきんで頭を守る
・避難の荷物は最小限に
・外出中の家族には連絡メモを
・避難は徒歩で、車やバイクは使用厳禁
・お年寄りや子どもとしっかり手をつなぐ
・近所の人々と集団で決められた集合場所に
・避難場所までは狭い道、塀ぎわ、
　川べりを避けて移動する
・必ず指定された避難
　場所へ
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募
集
「
自
然
災
害
防
止
に
関
す
る
説
明
会
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
県
砂
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
大
分
県
砂

防
課
と
の
共
催
で
、
災
害
記
録
の

映
像
や
大
分
県
が
作
成
し
た
地
区

単
位
の
「
災
害
想
定
区
域
図
」
を

使
っ
て
自
然
災
害
防
止
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
催
単
位　

概
ね
公
民
館
、
集
会

　

所
程
度
の
単
位
。
１
開
催
10
人

　

程
度
以
上
。

会
場　

無
償
で
使
用
可
能
な
公
民

　

館
、
集
会
所
等
。

実
施
時
間　

１
回
当
り
の
説
明
会

　

時
間
は
、
１
時
間
〜
１
時
間
半

　

程
度
。

時
間
帯　

午
前
中
は
概
ね
10
時
か

　

ら
、
午
後
は
概
ね
14
時
か
ら
の

　

平
日
開
催
。

期
間　

８
月
か
ら
12
月
の
期
間
を

　

予
定
。

そ
の
他　

市
町
村
職
員
お
よ
び
土

　

木
事
務
所
職
員
が
１
開
催
当
り

　

１
名
以
上
出
席
。

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈭

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所

　

河
川
砂
防
班

　

☎
63‒

２
１
０
８

●
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
お
問
い

　

合
せ

　

竹
田
土
木
事
務
所
建
設
保
全
課

　

☎
63‒

２
１
０
８

　

又
は
市
役
所
総
務
課

　

☎
63‒

４
８
０
０

 

ろ
う
あ
者
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置

　

平
成
18
年
５
月
か
ら
、
竹
田

市
消
防
署
通
信
司
令
室
に
、
ろ

う
あ
者
が
家
庭
内
で
の
急
病
、

火
災
、
事
故
等
の
時
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
通
報
で
き
る
緊
急
通
報
電
話

機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
の
際
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
消
防
署

　

℻
63‒

０
１
２
９

農
地･

農
業
用
施
設
災
害

　

災
害
発
生
か
ら
復
旧
工
事
完
了
ま
で

　

災
害
に
よ
り
農
地
・
農
業
用
施

設
が
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
手
続

き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
災
害
発
生
・
被
害
報
告

　

24
時
間
雨
量
80 
㍉
以
上
又
は
１

時
間
雨
量
20
㍉
以
上
の
場
合
が
、

災
害
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
対
象
に
な
り
ま
し
た
ら
防

災
無
線
で
案
内
し
ま
す
の
で
、
農

地
、
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
を
希
望
す
る
人
は
報
告
期
限
内

（
発
生
か
ら
３
日
以
内
）
に
、
各

居
住
地
の
担
当
課
ま
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
連
絡
で
も
結
構

で
す
。

■
現
地
調
査

　

職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で

必
ず
本
人
が
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
境
界
等
は
申
請
人
の

責
任
に
お
い
て
明
確
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
災
害
復
旧
申
請

　

農
地
は
桃
色
、
農
業
用
施
設
は

黄
色
の
申
請
書
を
各
担
当
課
に
測

量･

設
計
費
用
の
１
万
円
と
あ
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
後
、
測
量･

査
定･

実
施
設

計
・
復
旧
工
事
等
が
行
わ
れ
ま
す

（
国
の
予
算
の
都
合
に
よ
り
、
順

次
発
注
し
ま
す
。
災
害
復
旧
は
３

年
間
で
実
施
し
ま
す
）。

■
注
意

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
、施
設
（
農
道
・
橋
梁
・

水
路
・
頭
首
工
・
た
め
池
・
用
排

水
機
場
等
）
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
昨
年
度
よ
り
農
林
水
産
省

か
ら
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
施
設
で
な
い
と
対
象
と
な

ら
な
い
（
採
択
し
な
い
）
と
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。
適
正
な
維
持

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
農
業
施
設

の
用
件
を
次
に
ま
と
め
て
い
ま
す

の
で
、
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は

十
分
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

̶

管
理
用
件̶

　

定
期
的
な
草
刈
・
泥
上
げ
・
点

検
及
び
補
修
等
の
作
業
に
つ
い

て
、

①
水
路
・
農
道
に
つ
い
て
は
作
業

　

日
報
及
び
作
業
の
記
録
写
真
等

　

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
頭
首
工
・
た
め
池
等
の
施
設
に

　

つ
い
て
は
管
理
・
点
検
台
帳
及

　

び
管
理
作
業
の
記
録
写
真
等
が

　

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
日
報
・
管
理
記
録
等
は
毎
年
度

　

分
保
管
し
て
お
く
こ
と
。

※
な
お
、
維
持
管
理
記
録
（
日
報

　

及
び
写
真
等
）
は
災
害
申
請
時

　
（
査
定
時
）
に
必
ず
提
出
し
説

　

明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
頃

　

か
ら
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
災
害
復
旧
の
申
請
を
し
た
ら
、

　

事
業
を
途
中
で
中
止
す
る
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
災
害
復
旧
費
用
が
40
万
円
未
満

　

の
工
事
は
、
事
業
の
対
象
か
ら

　

外
れ
ま
す
。

・
水
管
理
が
悪
い
た
め
被
災
す
る

　

場
合
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
雨
の

　

時
は
必
ず
落
水
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
復
旧
工
事
後
１
年
未
満
の

　

箇
所
は
耕
起
や
水
管
理
に
充
分

　

注
意
し
て
、
再
び
被
災
し
な
い

　

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

本
庁
耕
地
課
（
竹
田
）

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
７
３
）

　

荻
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
68‒

２
２
１
６

　

久
住
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
76‒

１
１
１
５

　

直
入
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
75‒

２
２
１
８
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歳　出
2,299,417万円
（100％）

歳　入
2,310,252万円
（100％）

歳　入（単位：万円）

歳　出（単位：万円）

市　税
195,429
（8.5％）

地方譲与税
54,685
（2.4％）

その他
18,691
（0.7％）

地方消費税
交付金
25,715
（1.1％）

地方特例交付金
5,577
（0.2％）

地方交付税
824,099
（35.7％）

分担金及び負担金
33,436
（1.4％）使用料及び手数料

23,140
（1.0％）

国庫支出金
122,179
（5.3％）

県支出金
198,094
（8.6％）繰入金

19,709
（0.9％）

諸収入
517,158
（22.4％）

市　債
272,340
（11.8％）

総務費
366,757
（15.9％）

民生費
348,604
（15.2％）

衛生費
100,031
（4.4％）
労働費
960

（0.0％）

農林水産費
235,241
（10.2％）

商工費
27,717
（1.2％）

土木費
111,031
（4.8％）

消防費
78,628
（3.4％）

教育費
189,890
（8.3％）

災害復旧費
135,493
（5.9％）

公債費
289,869
（12.6％）

諸支出金
395,000
（17.2％）

議会費
20,196
（0.9％）

竹
田
市
の
財
政
事
情

　

平
成
18
年
４
月
号
で
は
竹
田
市

の
本
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
合
併

初
年
度
の
平
成
17
年
度
予
算
の
決

算
見
込
み
を
公
表
し
ま
す
。

　

竹
田
市
の
財
政
は
、
長
引
く
地

方
経
済
の
低
迷
や
三
位
一
体
改
革

の
影
響
を
受
け
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
健
全
な
財
政

運
営
に
配
慮
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し

や
行
財
政
運
営
の
効
率
化
等
に
よ

る
歳
出
の
抑
制
を
図
る
等
、
竹
田

市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計

画
に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
の
財
政

運
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

  

平
成 
年
度
決
算
見
込
み

　
　
　
（
平
成 

年
３
月
末
現
在
）

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
見
込
額
は
、
歳
入
で
２
３
１
億

２
５
２
万
円
、
歳
出
で
２
３
９
億

９
、４
１
７
万
円
と
な
る
見
込
み

で
、
合
併
前
の
旧
１
市
３
町
の
決

算
と
比
べ
る
と
歳
入
が
19
％
程
度
、

歳
出
が
12
％
程
度
増
加
す
る
見
込

み
で
す
。

　

主
な
要
因
は
、
平
成
16
年
度
決

算
が
合
併
に
よ
る
打
ち
切
り
決
算

の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
平
成
16

年
度
の
出
納
整
理
期
間
（
４
・
５

月
）
の
歳
入
歳
出
を
平
成
17
年
度

予
算
で
計
上
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
決
算
見
込
み
は
今
年
３
月

現
在
の
見
込
み
で
作
成
し
て
い
ま

す
の
で
、
出
納
整
理
期
間
に
よ
る

実
績
の
確
定
で
数
字
が
変
わ
り
ま

す
。
決
算
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
算
確
定
後
に
改
め
て
広
報

た
け
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
企
画
部
財
政
課
財
政
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

18

17

■市有財産の状況（３月末現在）見込み

◇土　地
　　　山　林　　　　　14,827,334㎡
　　　その他　　　　　18,022,397㎡
◇建　物　　　　　　　　 210,963 ㎡
◇立　木　　　　　　　　 310,887 ㎥
◇車　両　　　　　　　　　　 176 台
◇基金等　　　　　11,255,642,992 円

■地方債の状況（３月末現在）見込み

　平成 17年度末地方債残高

　　　　　232 億 3,086 万円

　地方債とは地方公共団体が、その施策
を進める上で必要となる借入金です。

■水道事業会計決算見込み（3月末現在）

・収益的収入及び支出（税抜き）
　　　　　　収入　1億 6,834 万円
　　　　　　支出　1億 5,576 万円
・資本的収入及び支出（税抜き）
　　　　　　収入　1億　928 万円
　　　　　　支出　2億 2,456 万円
・企業債残高　　　2億 9,120 万円
・有形固定資産　　7億 9,899 万円
・無形固定資産　　　　　　 8万円

・業務量
　年度末給水人口　　　8,638 人
　年度末給水戸数　　　3,629 戸
　給水栓数　　　　　　3,766 栓
　年間総配水量　　1,520,326 ㎥
　年間有収水量　　1,088,136 ㎥
　1日平均配水量　　　4,165 ㎥
　1日平均給水量　　　2,981 ㎥
・1戸当りの水道料金（税抜き）3,830円/月
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■特別会計決算見込み（3月末現在）
　特別会計とは、一般会計に対し特定
の歳入・歳出を一般の歳入・歳出と区
別して個別に処理するための会計です。
竹田市では、右表のとおり 11会計があ
ります。

会　　計　　名 歳　入　額 歳　出　額
国民健康保険特別会計 36億 1,494 万円 36億 1,494 万円
老人保健特別会計 58億 5,769 万円 58億 5,769 万円
簡易水道事業特別会計 2億 6,347 万円 2億 6,347 万円
介護保険特別会計 29億 5,697 万円 28億 9,467 万円
農業集落排水事業特別会計 1億 3,058 万円 1億 3,058 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億 5,655 万円 2億 5,653 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 4,453 万円 4億　445 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 9,669 万円 8,928 万円
同和対策事業特別会計 439 万円 434 万円
畜産開発事業特別会計 1,732 万円 1,732 万円
長湯観光温泉施設等特別会計 7,368 万円 6,979 万円

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　

本　

田　

耕　

一

　
　
　

同

　

大　

塚　
　
　

廣
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
各
月

に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委
員
会
等
の

監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■

財
政
課

　

当
課
は
、
地
方
交
付
税
、
市
債
、

交
付
金
、
基
金
等
に
よ
る
財
政
計

画
の
作
成
、
決
算
統
計
、
財
務
報

告
、
予
算
編
成
等
の
予
算
経
理
に

関
す
る
こ
と
や
行
政
、
普
通
財
産

の
取
得
・
管
理
及
び
処
分
等
の
行

財
政
全
般
を
担
当
し
て
い
る
。

　

市
町
合
併
し
て
補
助
団
体
は
約

２
５
０
件
に
及
ん
で
い
る
が
、
目

的
・
効
果
等
を
充
分
検
討
し
て
補

助
基
準
を
作
成
し
、
公
平
な
補
助

と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。
減
債
基

金
は
返
済
計
画
に
合
わ
せ
適
正
な

起
債
返
還
に
充
当
す
る
よ
う
要
望

す
る
。
契
約
事
務
は
財
政
課
が
総

合
支
所(

荻
、
久
住
、
直
入
）
を

指
導
し
、
円
滑
な
事
務
処
理
を
行

う
よ
う
要
望
す
る
。
公
有
財
産
の

貸
付
契
約
は
適
宜
に
更
新
手
続
き

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

税
務
課

　

当
課
は
、
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等
の
賦

課
及
び
介
護
保
険
料
、
法
人
市
民

税
、
地
方
交
付
税
、
交
付
金
、
相

続
税
、
不
動
産
取
得
税
等
に
関
す

る
事
項
や
税
務
諸
証
明
の
交
付
を

担
当
し
て
い
る
。

　

税
務
行
政
は
個
人
情
報
に
関
す

る
文
書
が
多
い
た
め
、
個
人
情
報

の
保
護
に
は
充
分
配
慮
す
る
よ
う

要
望
す
る
。
各
総
合
支
所
税
務
課

を
本
庁
に
集
約
す
る
場
合
は
、様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
い
よ
う

事
前
の
対
応
を
要
望
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
不
均
一
課

税
に
つ
い
て
早
急
に
取
組
む
と
と

も
に
、
課
税
事
務
の
研
修
を
重
ね

問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
事

務
処
理
を
要
望
す
る
。

■

福
祉
事
務
所

　

当
事
務
所
は
、
児
童
、
老
人
、

障
が
い
者
等
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
福
祉
施
設
の
改
善  

や
予
防
・
地
域
生
活
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

福
祉
関
連
法
の
改
正
に
伴
い
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立
を

目
指
し
て
努
力
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
ま
た
、
少
子
化
社
会
に
お
け

る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
充

実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

　

南
山
荘
は
60
名
（
定
員
60
名
）

が
入
荘
し
、
平
均
年
齢
は
82
・
７

歳
で
あ
る
。
入
荘
者
が
日
常
生
活

を
通
じ
て
自
立
し
得
る
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
入
荘
者
の
処
遇
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

薬
品
の
保
管
、
管
理
の
徹
底
を

図
る
よ
う
要
望
す
る
。
入
荘
者
の

健
康
管
理
を
行
い
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
荘
内
感
染
の
未
然
防
止

を
要
望
す
る
。
施
設
や
施
設
周
辺

の
危
険
箇
所
を
調
査
し
、
必
要
に

応
じ
て
予
算
措
置
を
行
い
安
全
の

確
保
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。
調

理
場
の
衛
生
管
理
に
充
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
研
修
を
重
ね
、
施
設

の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

竹
田
保
育
所

　

保
育
所
の
園
児
数
は
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
66
名
で
職
員
は
所

長
以
下
９
名
の
保
育
士
（
内
臨
時

職
員
４
名
）と
２
名
の
調
理
員（
内

臨
時
職
員
１
名
）
で
保
育
を
行
っ

て
い
る
。

　

職
員
の
研
修
は
積
極
的
に
参
加

し
、
保
育
の
充
実
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。
火
事
や
地
震
等
の
避
難

訓
練
は
毎
月
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
は
不
審
者
の
侵
入
対
策
等
を

想
定
し
た
訓
練
も
合
わ
せ
て
行
い
、

安
全
管
理
に
充
分
な
配
慮
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

■

会
計
課

　

当
課
は
、
竹
田
市
に
お
け
る
歳

入
歳
出
予
算
の
出
納
事
務
全
般
と

決
算
書
（
歳
入
歳
出
予
算
に
基
づ

く
収
入
と
支
出
の
結
果
を
集
計
し

た
計
算
書
）
の
作
成
、
公
金
管
理
、

資
金
計
画
や
資
金
運
用
等
を
担
当

し
て
い
る
。

　

資
金
の
運
用
は
安
全
な
管
理
を

図
る
よ
う
要
望
す
る
。
債
券
の
管

理
は
主
管
課
と
充
分
相
談
し
、
適

切
に
管
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

教
育
委
員
会

　
（
総
務
課
、
学
校
教
育
課
）

　

幼
稚
園
３
園
、
小
学
校
15
校
、

中
学
校
６
校
で
の
学
校
経
営
を
行
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っ
て
い
る
。
現
在
の
園
児
・
児
童
・

生
徒
数
は
、
幼
稚
園
92
名
、
小
学

校
１
、１
７
３
名
、
中
学
校
６
５
５

名
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
林
の
管
理
は
、
財
務
担
当

課
と
充
分
協
議
し
て
今
後
の
管
理

を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
及
び
設
備
の
点
検

に
よ
り
、
安
全
管
理
の
徹
底
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

文
化
財
課

　

当
課
は
、
岡
城
跡
保
存
整
備
事

業
や
伝
統
的
建
物
群
の
保
存
及
び

そ
れ
に
伴
う
街
並
み
整
備
事
業
、

指
定
文
化
財
や
一
般
文
化
財
の
保

存
整
備
の
ほ
か
、
開
発
行
為
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
事
業
等
を
行

う
と
と
も
に
、
史
跡
等
文
化
財
の

維
持
、
管
理
を
担
当
し
て
い
る
。

　

合
併
に
よ
り
文
化
財
の
維
持
管

理
が
広
範
囲
と
な
っ
た
た
め
、
文

化
財
の
再
調
査
を
行
い
文
化
財

台
帳
の
整
備
を
行
う
よ
う
要
望
す

る
。
子
ど
も
神
楽
等
、
文
化
財
愛

護
少
年
団
の
育
成
を
図
り
、
地
域

文
化
の
継
承
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。
岡
城
跡
等
の
史
跡
整
備
や

街
並
み
環
境
整
備
を
行
い
、
文
化

財
活
用
等
に
よ
る
観
光
振
興
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

竹
田
学
校
給
食
調
理
場

　

当
調
理
場
は
、
幼
稚
園
２
園
、

小
学
校
９
校
、
中
学
校
２
校
、
県

立
養
護
学
校
１
校
の
児
童
・
生

徒
及
び
教
職
員
、
給
食
セ
ン
タ
ー

職
員
約
１
、３
５
０
人
の
給
食
を

作
っ
て
い
る
。
施
設
は
築
31
年
が

経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
が
、
学

校
給
食
運
営
目
標
を
掲
げ
、
安
全

で
安
心
で
き
る
魅
力
あ
る
給
食
づ

く
り
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
に

沿
っ
て
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。
食
材
調
達
に
お
い
て
は

地
産
地
消
を
推
進
し
て
、
給
食
の

改
善
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

新
給
食
調
理
場
の
建
設
に
当
っ
て

は
実
績
を
踏
ま
え
、
ま
た
先
進
地

等
の
事
例
を
参
考
に
し
て
計
画
を

立
て
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

図
書
館

　

当
館
は
、
昭
和
35
年
に
建
設
さ

れ
45
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

現
在
は
約
８
万
冊
の
図
書
が
管
理

さ
れ
毎
日
平
均
78
人
の
利
用
者
が

あ
る
。
年
２
回
は
、
図
書
館
だ
よ

り
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
小
中

学
校
へ
の
団
体
貸
出
し
や
小
中
学

生
を
対
象
に
、
感
想
文
・
感
想
画

の
募
集
を
行
い
図
書
館
で
展
示
す

る
等
、
学
校
と
の
連
携
を
強
め
て

い
る
。
ま
た
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
へ
の
郵
送
貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
る
。

　

図
書
の
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
い
、
公
民
館
図
書
室
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。
図
書
館
職
員
の
研
修
を

重
ね
、
さ
ら
に
充
実
し
た
図
書
館

の
管
理
、
運
営
を
要
望
す
る
。

■

歴
史
資
料
館

　

当
館
の
１
階
で
は
、
竹
田
直
入

地
方
の
歴
史
に
係
わ
る
資
料
を
常

設
展
示
、
２
階
で
は
岡
藩
藩
政
時

代
の
資
（
史
）
料
、
瀧
廉
太
郎
、

広
瀬
武
夫
、
朝
倉
文
夫
、
佐
藤
義

美
関
連
資
料
や
文
人
（
南
）
画
、

日
本
画
、
洋
画
等
の
美
術
品
、
田

能
村
竹
田
に
関
す
る
資
料
等
を
展

示
し
て
い
る
。

　

歴
史
文
化
の
総
合
的
な
施
設
と

し
て
整
備
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

賃
借
契
約
の
作
品
は
徹
底
し
た
管

理
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

選
挙
管
理
委
員
会

　

４
月
よ
り
９
月
ま
で
の
選
挙
実

施
状
況
は
、
竹
田
市
長
選
挙
、
竹

田
市
議
会
議
員
選
挙
、
竹
田
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
及
び
第
44
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

要
綱
等
の
制
定
に
お
い
て
、
財

務
に
関
す
る
事
項
は
関
係
各
課
と

よ
く
協
議
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
会
議
録
は
適

切
に
整
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

水
道
課

　

竹
田
市
の
上
水
道
は
、
計
画
給

水
人
口
１
０
、７
０
０
人
、
１
日

最
大
給
水
量
６
、０
０
０
立
方
㍍

と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
簡
易
水
道

は
、
竹
田
地
域
５
か
所
、
荻
地
域

１
か
所
、
久
住
地
域
３
か
所
、
直

入
地
域
１
か
所
、
計
10
か
所
を

管
理
し
、
全
体
の
給
水
人
口
は

７
、８
９
５
人
、
１
日
最
大
配
水
量

３
、９
８
８
立
方
㍍
と
な
っ
て
い

る
。

　

修
繕
工
事
の
施
工
に
あ
た
っ
て

は
、
工
事
箇
所
が
把
握
で
き
る
書

類
の
整
備
を
要
望
す
る
。
契
約
は
、

契
約
事
務
規
則
等
に
沿
っ
て
適
切

に
処
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
合

併
に
よ
る
簡
易
水
道
料
金
の
較
差

が
大
き
い
た
め
早
期
に
料
金
の
統

一
を
行
い
、
公
平
な
負
担
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

  

竹
田
市
人
事
異
動

　
　
【
平
成
18
年
５
月
１
日
付

　
　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
役
職
】

■
部　

長

▽
総
務
企
画
部
長
（
総
務
企
画
部

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

岩
屋
千
利
▽
市
民
福
祉
部
長
（
市

民
福
祉
部
長
兼
市
民
課
長
）
三
宮

繁
臣

■
課　

長

▽
市
民
福
祉
部
市
民
課
長
兼
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
荻
総
合

支
所
産
業
課
長
）
白
石
健
一
▽
荻

総
合
支
所
産
業
課
長
（
荻
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻
分

室
長
）
穴
見
一
男
▽
荻
総
合
支
所

市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室

長
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
次

長
兼
管
理
係
長
）
工
藤
史
男

■
課
長
補
佐

▽
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
次
長

兼
管
理
係
長
（
産
業
建
設
部
農
林

畜
産
課
畜
産
係
長
）
柏
木
良
知

■
係　

長

▽
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
畜
産

係
長
（
荻
総
合
支
所
産
業
課
副
主

幹
）
森
正
治

■
一　

般

▽
荻
総
合
支
所
産
業
課
主
任
（
市

民
福
祉
部
市
民
課
主
任
）
足
達
京

悟
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稲葉川 稲葉川

稲葉ダム建設現場

阿鹿野大橋

県道白丹竹田線

稲葉川

炭竈トンネル

3.2km

あじさい農産加工所
・現場展望所
・駐車場
・お手洗い

至 久住方面
国道442号線

市道
城原
線 久

住
川

1.6
km

城原

城原神社

至 竹田方面

道の駅「竹田」

安心して生活できる県土づくり
　…建設すすむ稲葉ダム…

　竹田地域は昭和 57年 7月の梅雨前線豪雨、それから 8年後の平成 2年 7月の梅雨前線豪雨により甚
大な被害を受けたことは皆さんの記憶にも鮮明に残っていることと思います。
　大分県は、竹田水害緊急治水ダム建設事業として、竹田市大字刈小野・久住町大字白丹の稲葉川の地に、
洪水調節を主目的にした重力式コンクリートダム「稲葉ダム」（堤高 56.0 ㍍、堤長 233.5 ㍍、堤体積 22
万 3千立方㍍）を建設中です。稲葉ダムは平成 2年 7月水害の洪水規模に備えた貯水容量があり、ダム
本体工事は平成 15年 3月に着工、16 年 11 月 5日にコンクリート初打設、その後順調に進捗し、今年
4月末で 13万立方㍍（進捗率 58％）が打設されました。また、ダム本体と併せ貯水池対策工事も行われ
ており、平成 22年度末の完成を目指しています。

　本事業推進にご理解、ご協力をいただいています地域関係者各位に感謝申し上げますとともに、今後
一層のご理解をお願い申し上げます。
　工事現場内は関係者以外の立入制限を行っていますが、現場見学をご希望の団体等がありましたら、大
分県竹田ダム建設事務所（☎ 0974-62-4123）までお気軽にご連絡ください。

大分県竹田ダム建設事務所ホームページ　http://www.pref.oita.jp/17209

着工前（平成 15 年 11 月） 現在（平成 18 年 4月）
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基
本
的
な
流
れ

基
本
的
な
流
れ

入
　
　
　
　
　
学

印
刷
教
材
の
送
付

放
　
送
　
授
　
業

印
刷
教
材
に
よ
る
学
習

通
　
信
　
指
　
導

単
位
認
定
試
験

成
　
績
　
評
　
価

単
　
位
　
修
　
得

ぼくたち・わたしたちの学び舎

あさひヶ丘
保 育 園

城　原
小学校

 

楽
し
い
よ
！

　

あ
さ
ひ
ヶ
丘
保
育
園
で
は
０

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
乳
幼

児
が
い
ま
す
。
家
庭
で
親
と
過

ご
す
時
間
よ
り
お
友
だ
ち
や
保

育
士
と
過
ご
す
方
が
長
い
子
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
子
ど
も
た
ち
は

朝
は
皆
で
外
に
出
て
リ
ズ
ム
遊

び
、
体
操
、
マ
ラ
ソ
ン
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
し

つ
け
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
茶
道
、
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
、

空
手
等
に
触
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
脳
を
刺
激
し
子
ど
も
の

知
力
開
発
に
役
立
て
よ
う
と
パ

タ
ー
ン
保
育
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ

う
保
育
士
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
吸
収
力

は
大
き
い
で
す
か
ら
、
と
て
も

か
な
い
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
ん
な
こ

と
に
触
れ
て
、
元
気
に
そ
し
て

確
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
穴
見　

美
和
）

 

元
気
の
び
の
び
城
原
っ
子

　

城
原
神
社
の
す
ぐ
近
く
に
学

校
は
あ
り
、
児
童
29
名
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
家
庭
22
戸
で
、
全
戸
が
役
員

と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
進
ん
で
学
ぶ
子
」、「
思
い
や

り
の
あ
る
子
」、「
た
く
ま
し
く

生
き
る
子
」
を
め
ざ
し
、
朝
読

書
、
ス
キ
ル
タ
イ
ム
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　

　

地
域
の
方
は
学
校
に
協
力
的

で
、
ご
厚
意
で
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
「
松
原
公
園
」
は

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
大
自

然
の
中
、
の
び
の
び
と
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
と
は
、
地
区
と
の
合
同
の
運

動
会
、学
習
発
表
の
場
「
城
原
っ

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
公
民

館
と
の
学
習
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
、
交
流
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

地
域
の
有
志
の
発
案
で
始

ま
っ
た
山
村
留
学
も
10
年
目
。

30
人
目
の
友
だ
ち
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
渡
部
由
美
子
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
様
々
な
年
代
や
職
業
の
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
科
目
を
３
６
０

以
上
用
意
し
て
、
大
学
や
大
学
院

の
授
業
科
目
を
１
科
目
か
ら
気
軽

に
学
べ
ま
す
！

　

今
回
は
、10
月
入
学
の
平
成
18
年

度
第
２
学
期
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
資
格　

18
歳
以
上
の
人

※
卒
業
を
目
的
し
な
い
場
合
は
、

　

15
歳
以
上
で
受
講
で
き
ま
す
。

募
集
学
生　

教
養
学
部･

大
学
院

出
願
期
間　

６
月
15
日
㈭
〜
８
月

　

15
日
㈫

視
聴
方
法　

放
送
大
学
大
分
学
習

　

セ
ン
タ
ー
又
は
宇
佐
分
室
（
別

　

府
大
学
宇
佐
教
育
研
究
セ
ン
タ

　

ー
）
を
利
用
し
て
学
習
で
き
ま

　

す
。
放
送
大
学
の
番
組
を
放
送

　

し
て
い
る
Ｃ
Ｓ
放
送
で
も
視
聴

　

学
習
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
要
項
は
６
月
15
日

　

㈭
か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
７
０‒

０
８
６
８　

大
分

　

市
野
田
３
８
０

い
つ
で
も
！　
ど
こ
で
も
！　
誰
で
も
！

　
　

平
成
18
年
度
放
送
大
学
第
２
学
期
学
生
募
集

　

☎
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
１
２

　

℻
０
９
７‒

５
４
９‒

６
６
２
１
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つれづれ
　   えっせい

⑨

　
合
澤
信
彦
は
、
旧
岡
藩
士
の

長
男
と
し
て
豊
岡
内
ヶ
城
（
竹

田
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
藩
校
の
由
学
館
で
漢
籍
を
学

び
大
分
県
師
範
学
校
を
卒
業
し

て
か
ら
、
直
入
郡
竹
田
高
等
小

学
校
や
直
入
郡
立
実
科
高
等
女

学
校
の
校
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
教
育
へ
の
情
熱

は
篤
く
女
子
教
育
の
必
要
性
を

説
き
、
少
な
い
学
費
で
学
べ
る

女
学
校
の
設
立
を
決
意
し
ま
し

た
。

　
建
設
資
金
は
、
京
都･

大
阪

･

東
京
の
知
人
や
先
輩
を
訪
ね

援
助
を
求
め
ま
し
た
。
当
時
は

女
学
校
も
一
校
し
か
な
く
、
誹

謗
中
傷
や
嘲
笑
す
る
者
も
い

ま
し
た
が
意
に
介
さ
ず
、
東
奔

西
走
し
て
篤
志
家
か
ら
数
千

円
の
寄
付
を
集
め
、
大
正
５

（
１
９
１
６
）
年
４
月
７
日
に

私
立
竹
田
女
学
校
を
創
立
し
ま

大正時代に女学校を設立した合澤信彦
し
た
。

　
裏
丁
の
直
入
製
糸
場
跡
を
借

り
て
仮
校
舎
と
し
わ
ず
か
３
人

の
女
教
師
で
授
業
を
始
め
、
大

正
11
（
１
９
２
２
）
年
、
旧
岡

藩
七
里
米
蔵
（
倉
庫
）
２
棟
を

購
入
し
て
校
舎
を
移
し
、
女
学

校
の
基
礎
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
３

月
に
は
40
人
が
卒
業
し
、
生
徒

数
も
２
０
０
人
を
越
え
、
関
心

の
低
か
っ
た
人
も
教
育
実
績
を

認
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
創
立
20
周
年
記
念
に

建
立
さ
れ
た
合
澤
信
彦
の
胸
像

（
彫
塑
界
の
権
威
、
渡
辺
長
男
の

傑
作
）
は
、
竹
田
南
高
校
に
移

さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
本
田
耕
一
）

　
新
年
早
々
に
国
内
班
と
海
外

班
に
分
か
れ
活
動
し
て
き
た
Ｔ

Ａ
Ｏ
。
４
か
月
が
経
ち
、
海
外

班
が
久
し
ぶ
り
に
帰
国
し
た
。

　
２
０
０
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
全
メ
ン
バ
ー
は
未
だ
に

合
流
す
る
こ
と
な
く
、
国
内
班

は
博
多
座
で
行
わ
れ
て
い
る

北
島
三
郎
公
演
に
出
演
し
、
私

た
ち
海
外
班
は
長
野
県
、
静
岡

県
、愛
知
県
の
中
部
ツ
ア
ー
と
、

別
々
で
公
演
を
行
っ
て
い
く
。

　
そ
ん
な
私
た
ち
が
６
月
、
い

よ
い
よ
合
流
し
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
公
演
を
行
う
九

州
ツ
ア
ー
が
始
ま
る
。
メ
ン
バ

ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
半
年
間
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
感
じ
て
き
た
こ
と

を
持
ち
寄
り
、
新
曲
案
や
編
曲

案
が
飛
び
交
う
今
ま
で
と
違
う

新
鮮
さ
に
、
大
き
な
期
待
感
や

緊
張
感
が
湧
き
上
が
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
聞
い
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
重
な
り
合
う
音
の
美

し
さ
。
古
い
文
化
や
歴
史
が
残

さ
れ
た
町
並
み
か
ら
感
じ
た
パ

ワ
ー
。
長
い
海
外
ツ
ア
ー
の
途

中
、
心
に
思
い
描
い
た
日
本
の

風
景
や
温
か
さ
。
帰
国
し
て
再

び
蘇
る
海
外
の
風
景
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
思
い
を
新
曲
に
詰

め
込
ん
だ
。
５
か
月
間
私
た
ち

を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
皆
様

に
、
更
に
幅
を
広
げ
た
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
舞
台
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
西
亜
里
沙
）

「国内外、各地で受けた刺激を音に」

第 9回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

　
年

　
度

　
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
を

い
う
暦
年
と
違
い
、
年
度
は
、
事

務
ま
た
は
会
計
決
算
等
の
特
定
の

目
的
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
１
年

間
の
区
切
り
方
を
言
い
ま
す
。

　
年
度
の
多
く
は
国
や
業
界
団
体

等
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
馴
染
み
深
い
年
度
と
し
て

は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
の
「
会
計
年
度
」、
４
月

２
日
か
ら
翌
年
４
月
１
日
ま
で
の

「
学
校
年
度
」
等
が
あ
り
ま
す
し
、

米
の
収
穫
に
合
わ
せ
て
11
月
か

ら
翌
年
10
月
ま
で
を
１
年
度
と
す

る
「
米
穀
年
度
」
等
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
米
穀
年
度
は
平
成
17

年
11
月
か
ら
平
成
18
米
穀
年
度
と

な
り
ま
す
。

↑合澤信彦の胸像
　（竹田南高校校庭）

↑昭和初期の竹田女学校（現在の竹田営林署跡地）
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大嶋英子先生、竹田市に作品を寄贈

　

竹
田
市
で
幼
少
時
代
を
過
ご
し

た
日
本
画
家
大
嶋
英
子
先
生
（
日

本
美
術
院
特
待
）
が
作
品
「
朝
市

に
吹
く
風
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
、
竹
田
市
で
は
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
水
琴
館
で
受
贈
式
と
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
嶋
先
生
は
第
１
回
田
能
村
竹

田
を
偲
ぶ
美
術
祭
で
文
部
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
で
、「
竹
田
市

に
絵
を
贈
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

↑作品を前に立つ牧市長と大嶋英子先生（右）

↑父、大嶋桃山作「紅白梅図」も展示されました。

ねこちゃん、おうたとカーリング

　

第
18
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田

童
謡
祭
が
、
４
月
28
日
に
竹
田
温

泉
「
花
水
月
」
で
開
催
さ
れ
、
軒

先
に
は
お
も
ち
ゃ
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
絵
本
が
並
び
、
屋
内
で
は
影
絵

や
童
謡
の
ど
自
慢
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
夕
方
に
は
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
で
映
画
「
シ
ム
ソ
ン

ズ
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ハウスかぼす、出荷開始！

　

５
月
８
日
、
飛
田
川
地
区
に
あ

る
後
藤
俊
行
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
、

ハ
ウ
ス
か
ぼ
す
出
荷
の
始
ま
り
を

告
げ
る
は
さ
み
入
れ
式
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
原
油
価
格
の
高
騰

か
ら
加
温
機
の
使
用
を
控
え
た
た

め
例
年
よ
り
収
穫
が
遅
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
か
ぼ
す
は

８
月
中
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

登
山
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
と
し
た

５
月
12
日
、
竹
田
市
消
防
本
部
は

大
分
県
防
災
航
空
隊
と
協
力
し
、

山
岳
遭
難
事
故
に
際
し
迅
速
か
つ

安
全
に
隊
員
を
投
入
し
遭
難
者
の

早
期
救
出
及
び
発
見
に
対
応
す
る

た
め
、
防
災
ヘ
リ
か
ら
隊
員
を
投

入
す
る
訓
練
を
そ
う
ぞ
う
の
丘
で

行
い
ま
し
た
。

少しでも早い救助のために
第40回九州高校女子ソフト開催！

　

第
40
回
九
州
高
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
５

月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
と
飛
田

川
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

降
り
し
き
る
雨
の
た
め
、
13

日
の
午
前
中
は
試
合
が
行
え

ず
３
位
決
定
戦
も
見
送
ら
れ
る

等
、
一
時
は
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
２
人
の
好
投
手
外

山
、
原
田
を
擁
し
、
こ
の
春
行

わ
れ
た
第
24
回
全
国
高
校
選
抜

大
会
も
制
し
た
小
倉
商
業
高
等

学
校
（
福
岡
）
が
決
勝
で
神
村

学
園
高
等
部
（
鹿
児
島
）
を
破

り
、
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝

　

小
倉
商
業
高
等
学
校
（
福
岡
）

準
優
勝

　

神
村
学
園
高
等
部
（
鹿
児
島
）

３
位

　

佐
賀
女
子
高
等
学
校
（
佐
賀
）

　

日
南
学
園
高
等
学
校
（
宮
崎
）

↑小倉商業は打線も安定していました。



11　2006年6月発行

まちの話題

↑「一音一会」をテーマに作り上げた演奏を披露 竹田の四季を写す人
　

竹
田
市
観
光
協
会
が
主
催
す
る

「
竹
田
の
四
季(

と
き)

フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
平
成
17
年
度
表
彰

式
が
、
５
月
16
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
内

外
か
ら
26
作
品
が
出
品
さ
れ
、
後

藤
東
治
さ
ん
（
小
賀
）
が
円
形
分

水
を
写
し
た
作
品
「
噴
流
」
が
最

優
秀
賞
、工
藤
重
文
さ
ん
（
東
中
）、

大
須
賀
信
市
さ
ん
（
静
岡
県
）
が

優
秀
賞
、
川
原
英
典
さ
ん
（
福
岡

県
）
が
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

練
習
の

成
果
を
披
露

竹
高
器
楽
部

　

竹
田
高
校
器
楽
部
が
、
定
期

演
奏
会
を
連
休
中
の
５
月
５
日
に

竹
田
市
文
化
会
館
で
開
催
し
、
在

校
生
や
卒
業
生
で
埋
ま
っ
た
会
場

で
、
３
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
２
部
で
は
某
推
理
番

組
を
下
敷
き
に
、
担
当
顧
問
が
毒

殺
？　

さ
れ
た
事
件
を
、
演
奏
を

効
果
音
に
解
決
す
る
ド
ラ
マ
仕
立

て
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
す
る
等
、

面
白
い
趣
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 ↑んー、私が○畑です。

ホワイトアスパラをもっと知って！
　

直
入
町
の
特
産
を
目
指
し
栽
培

し
て
い
ま
す
、
九
州
で
は
珍
し
い

シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
（
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
）
を
Ｐ
Ｒ
す
る
収
穫
祭
、

第
５
回
長
湯
温
泉
「
シ
ュ
パ
ー
ゲ

ル
フ
ェ
ス
ト
」
が
５
月
14
日
に
ド

イ
ツ
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
を
訪
れ
た
人
に

は
、
人
数
限
定
で
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル

と
地
元
産
品
の
料
理
が
供
さ
れ
、

ゆ
っ
た
り
休
日
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

↑できたてのホワイトアスパラ料理をいただきます

　

第
15
回
竹
田
市
愛
誠
杯
健
康
ナ

イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
が
、
５
月

13
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
竹
田

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
１
４
５
人
が
参

加
、
愛
誠
杯
は
竹
下
光
く
ん
（
久

住
中
）
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

高校生、看護体験

　

５
月
12
日
の
看
護
の
日
を
前

に
、
９
日
、
竹
田
高
校
、
竹
田
商

業
高
校
の
生
徒
14
人
が
、
市
内
３

か
所
の
病
院
で
看
護
を
経
験
す
る

「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
に
参
加
、

「
一
日
看
護
師
」
の
た
す
き
を
か

け
て
、
高
齢
者
の
身
体
の
世
話
や

車
椅
子
の
介
助
等
を
体
験
し
ま
し

た
。

南
米
の
風
、
竹
田
に
吹
い
た

　

４
月
14
日
か
ら
23
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
第
８
回
別
府
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
音
楽
祭
で
は
、「
育
む
」

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
県
内
各
地

の
音
楽
ホ
ー
ル
等
と
提
携
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
14
地
域
に
設
置
さ
れ
た
情

報
セ
ン
タ
ー
と
協
力
者
シ
ュ
ヴ
ァ

リ
エ
（
騎
士
の
意
）
が
あ
る
竹

田
市
で
も
地
域
拠
点
コ
ン
サ
ー
ト

「
タ
ン
ゴ
・
ナ
イ
ト
in
竹
田
」
が

24
日
に
開
催
さ
れ
、
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
奏
者
の
ネ
ス
ト
ル
・
マ
ル
コ
ー

ニ
氏
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド･

フ
ー
ベ
ル
ト
氏
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
や
荒
城
の
月
な
ど
世

界
に
通
じ
る
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。

↑タンゴの奥深さに驚きました。
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産
後
の
母
親
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
り
組
み

 

産
後
う
つ
病
と
は
？

　

女
性
の
一
生
の
中
で
も
、
産
後

は
過
度
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
た

め
に
、
心
身
と
も
に
病
気
を
発
症

し
や
す
い
時
期
で
す
。
特
に
産
後

う
つ
病
は
、
医
療
の
専
門
家
で
も

見
逃
さ
れ
や
す
い
病
気
で
す
。

症
状　

出
産
後
４
週
間
以
内
に
、

　

次
の
９
つ
の
症
状
の
う
ち
５
つ

　

以
上
症
状
が
現
れ
、
そ
れ
が
２

　

週
間
以
上
続
い
て
い
る
場
合
産

　

後
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

①
抑
う
つ
気
分

②
興
味
・
意
欲
の
低
下

③
急
激
な
食
欲
の
増
減

④
睡
眠
障
害

⑤
精
神
状
態
の
問
題

⑥
易
疲
労
感
・
倦
怠
感

⑦
罪
責
感

⑧
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下

⑨
自
殺
企
図

　

適
切
な
治
療
が
遅
れ
る
と
、
母

親
自
身
の
母
子
関
係
の
問
題
（
拒

絶
・
虐
待
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

家
族
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

母
親
が
最
も
支
援
を
必
要
と
す
る

出
産
後
早
期
か
ら
虐
待
リ
ス
ク
と

な
り
や
す
い
産
後
の
う
つ
状
態
を

把
握
し
、
適
切
に
支
援
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

産
後
う
つ

 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

　

竹
田
市
で
は
、
産
後
う
つ
病
の

早
期
発
見
と
早
期
対
応
を
図
る
た

め
に
平
成
17
年
度
か
ら
産
後
う
つ

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
保

健
師
に
よ
る
出
産
後
の
母
子
訪
問

時
に
、
お
母
さ
ん
方
に
３
種
類
の

質
問
票
を
書
い
て
も
ら
い
、
悩
み

や
不
安
等
を
整
理
・
検
討
し
、
お

母
さ
ん
方
に
適
切
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
つ
と
め
て
い
ま
す
。

 　
年
度
事
業
の
結
果

※
訪
問
し
た
ケ
ー
ス
は
１
０
１
件

　

で
、
第
１
子
の
割
合
が
最
も
多

　

く
な
り
ま
し
た
。
効
果
的
な
訪

　

問
の
時
期
は
で
き
る
だ
け
早
い

　

方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
お
母
さ
ん
が
質
問
票
を
自
分
で

　

記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
母

　

さ
ん
自
身
が
自
分
の
心
の
状
態

　

に
気
づ
く
と
と
も
に
、
自
分
の

　

気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う
に

　

な
り
ま
し
た
。

※
質
問
票
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

　

お
母
さ
ん
の
精
神
状
態
や
育
児

　

不
安
の
背
景
等
の
情
報
が
得
ら

　

れ
、
適
切
な
支
援
が
展
開
で
き

　

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

い
い
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ん
で

 

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

あ
ま
り
き
れ
い
な
話
で
は
な
い

の
で
す
が
、
１
日
に
何
回
も
歯
を

磨
い
て
い
る
あ
な
た
の
歯
ブ
ラ
シ

は
何
千
万
も
の
細
菌
の
た
ま
り
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
３
０
０
種
類
も
の
細
菌
が
口

の
中
に
生
息
し
て
お
り
、
歯
ブ
ラ

シ
に
も
そ
れ
と
同
じ
細
菌
が
付
着

し
て
い
ま
す
。
幸
い
ほ
と
ん
ど
の

細
菌
は
攻
撃
的
で
は
な
い
の
で
す

が
、
ま
れ
に
害
を
加
え
る
（
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、

カ
ン
ジ
ダ
菌
等
）
細
菌
が
歯
ブ
ラ

シ
に
生
息
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
恐
ろ
し
い
細
菌
か
ら

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
３
か

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
歯
ブ
ラ
シ

を
交
換
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
歯
周
病
や
免
疫
力
の
低
下
し

て
い
る
人
は
も
う
少
し
早
い
ペ
ー

ス
で
歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
は
思
っ
た
よ
り

早
く
傷
み
ま
す
。
一
度
曲
が
っ
て

し
ま
っ
た
毛
先
は
、
い
く
ら
磨
い

て
も
汚
れ
が
取
り
除
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
古
く
傷
ん
だ
歯
ブ
ラ
シ

は
危
険
な
細
菌
が
潜
む
率
が
高
い

の
で
す
。
毛
先
が
汚
れ
て
き
た
と

思
っ
た
ら
新
し
い
も
の
に
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
産
後
早
期
の
お
母
さ
ん

達
の
支
援
の
た
め
、
事
業
を
継
続

し
て
い
く
予
定
で
す
。

17

ご
参
加
く
だ
さ
い

肝
臓
病
予
防
市
民
公
開
講
座

日
時　

６
月
20
日
㈫　

18
時
〜

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
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新
聞
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
人
は
あ

ま
り
食
べ
な
い
人
に
比
べ
心し

ん
き
ん筋

梗こ
う
そ
く塞
を
発
症
す
る
危
険
度
が
低

い
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
大

規
模
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

男
女
約
４
万
人
を
追
跡
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
魚
を
週
１
回
し
か

食
べ
な
い
人
に
比
べ
る
と
、
週

５
回
食
べ
る
人
で
は
30
％
、
週

８
回
食
べ
る
人
で
は
57
％
も
発

症
リ
ス
ク
が
低
か
っ
た
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
魚
を
多
く
食
べ

れ
ば
心
筋
梗
塞
の
予
防
効
果
が

高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
魚
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ

ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）、Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
と
い
う

脂
肪
酸
が
多
く
含
ま
れ
、
食
べ

た
人
の
血
管
を
詰
ま
り
に
く
く

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
わ
か

り
や
す
く
言
う
と
、
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
の
状
態
に
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

す
作
用
も
あ
っ
て
動
脈
硬
化
も

防
い
で
く
れ
ま
す
。
一
方
の
Ｄ

Ｈ
Ａ
は
脳
の
発
達
に
関
わ
り
、

記
憶
力
が
良
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
サ
ン
マ
や

ア
ジ
、
サ
バ
等
の
青
魚
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
等
で
暮
ら

す
エ
ス
キ
モ
ー
は
魚
や
鯨
、
ア

ザ
ラ
シ
等
を
食
べ
て
い
ま
す
。

鯨
や
ア
ザ
ラ
シ
は
哺
乳
類
で
す

が
、
自
身
が
魚
を
食
べ
て
い
る

た
め
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
エ
ス
キ

モ
ー
に
は
心
筋
梗
塞
が
少
な
い

そ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
Ｅ
Ｐ
Ａ

や
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
豊
富
に
摂
取
す
る

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　「
お
さ
か
な
天
国
」
と
い
う

歌
で
も
魚
を
食
べ
る
と
頭
が
良

く
な
る
と
か
体
に
良
い
と
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。
鯨
を
食
べ
て
も

体
に
は
良
さ
そ
う
で
す
が
、
国

際
捕
鯨
委
員
会
か
ら
文
句
を
言

わ
れ
そ
う
な
の
で
、
皆
さ
ん
魚

を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  

　
整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

魚
と
心
臓
病
　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
15
〉

　
今
月
は
、介
護
保
険
に
係
る
「
負

担
限
度
額
認
定
証
」
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

 

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
介

護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
と
き
の

食
費
・
居
住
費
は
原
則
自
己
負
担

と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
方
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
（
介
護
保
険
料
段
階
の

第
１
〜
第
３
段
階
の
方
）
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
は
、

こ
れ
を
証
明
す
る
も
の
で
す

 

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は

・
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施

　
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

　
の
入
所
者
の
食
費
、
居
住
費

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所

　
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介

　
護
）
の
利
用
者
の
食
費
、
滞
在

　
費

 

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

 

申
請
が
必
要
で
す

　
施
設
入
所
者
お
よ
び
一
定
の
利

用
実
績
が
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
者
で
軽
減
対
象
に
該
当
す
る

方
は
、
保
険
課
介
護
保
険
係
又
は

総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請
を

す
る
こ
と
で
「
認
定
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

 

認
定
証
の
有
効
期
限

　
認
定
は
、
申
請
書
の
提
出
が
行

わ
れ
た
日
（
申
請
日
）
に
お
い
て

申
請
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

及
び
世
帯
員
の
課
税
状
況
に
よ
り

行
わ
れ
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
申
請
日
の
属
す
る

月
の
初
日
か
ら
翌
年
の
６
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
申

請
日
が
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
場

合
は
、
当
年
の
６
月
30
日
ま
で
と

な
り
ま
す
）。

　
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で

引
き
続
き
軽
減
対
象
に
該
当
す
る

方
は
、
早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し

ま
す
。

※
６
月
末
現
在
で
施
設
入
所
中
の

　
方
に
つ
い
て
は
、
施
設
を
通
じ

　
て
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
相
談
員
等
に
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

 

認
定
証
の
返
却
が
必
要
な
場
合

・
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方

　
が
家
族
に
加
わ
っ
た
場
合

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

　
場
合

　
該
当
日
の
翌
月
か
ら
認
定
証
の

効
力
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
認
定
証
を
お
使
い
に
な
る
と
、

後
で
差
額
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
介
護
保
険
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

平成17年6月生まれ
　　　

　　 　　

平
成
18
年
７
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

 

平
成　

年
度

 

母
子
愛
育
会
会
長
表
彰

　

４
月
19
日
に
東
京
で
愛
育
班
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
18
年

度
母
子
愛
育
会
会
長
表
彰
を
荻
愛

育
班
陽
目
分
班
の
堀
ア
サ
エ
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

陽
目
分
班
は
昭
和
52
年
４
月
に

発
足
し
、
堀
さ
ん
は
班
長
と
し
て

ゴ
ミ
拾
い
や
廃
油
石
け
ん
づ
く
り

等
環
境
対
策
や
農
薬
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

明
治
小
の
子
ど
も
た
ち

 

殉
空
の
碑
を
清
掃

　

明
治
地
区
折
立
で
は
、
昭
和
20

年
５
月
５
日
に
同
地
区
に
墜
落
し

た
Ｂ
29
爆
撃
機
と
、
爆
撃
機
に
体

当
た
り
し
た
紫
電
改
（
宮
城
地
区

に
墜
落
）
の
乗
員
を
供
養
す
る
慰

霊
碑
が
建
立
さ
れ
、
毎
年
５
月
５

日
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
日
に
は
、
明
治
小
学
校
の
児

童
19
人
が
碑
の
清
掃
を
行
い
、
清

掃
の
後
は
碑
を
建
立
し
た
工
藤
文

夫
さ
ん
の
ご
子
息
勝
昭
さ
ん
の
話

を
聞
き
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

 

中
途
失
明
者
社
会
生
活
適
応
訓
練 

　「
光
明
塾
」
竹
田
教
室

　

大
分
県
盲
人
協
会
で
は
、
大
分

県
よ
り
委
託
さ
れ
中
途
失
明
者
社

会
生
活
適
応
訓
練
を
行
う
「
光
明

塾
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

豊
肥
地
区
で
も
月
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

内
容　

点
字
指
導
、
感
覚
訓
練
、

　

歩
行
訓
練
、
盲
人
用
具
の
使
用

　

法
、
日
常
生
活
動
作
訓
練
、
生

　

活
心
情
の
助
言
指
導

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
盲
人
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

８
４
５
０

　

竹
田
教
室
（
吉
野
英
明
）

　

☎
75‒

２
６
１
２

 

は
た
織
り
教
室

　

卓
上
織
機
を
使
っ
て
は
た
を
織

る
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

毎
月
１
回
第
２
金
曜
又

は
第
３
日
曜
の
い
ず
れ
か

　

13
時
〜
16
時

会
場　

あ
祖
母
学
舎
（
神
原
）

月
謝　

５
、０
０
０
円
（
縦
糸
代
込
）

機
代　

１
５
、４
０
０
円
（
初
回

　

に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

定
員　

各
10
人

●
お
問
い
合
せ･

申
込
み

　

手
織
り
工
房
ぱ
た
ん
こ
屋
髙
木

　

☎
67‒

２
９
０
０
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図書館
から

6月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❹

15　2006年6月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
陰日向に咲く　　　　　　　　　　　　劇団ひとり
浮かれ黄蝶（御宿かわせみ）　　　　　　平岩　弓枝
棄霊島（上、下）　　　　　　　　　　　内田　康夫
色分け花図鑑～名前の由来と系統がわかる～　桐野　秋豊
この国のけじめ　　　　　　　　　　　藤原　正彦
聞いて、ヴァイオリンの詩　　　　　千住　真理子
明日へ　　　　　　　　　　　　　　　森　　昌子
〔子どもの本〕
ぬまばあさんのうた（こそあどの森の物語）岡田　　淳
マーリン 1 ～ 5　　　　　　　　　　　T.A. バロン
でこちゃん　　　　　　　　　　　つちだ　のぶこ
ラージャのカレー 　　　　　　　　　国松　エリカ
ノアのはこ舟　　　　　　　　　ピーター・スピア
　　　　　　　　　　　ほか、100 冊購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館日
は、5・6・12・19・23・26
日です。
※6日㈫は、くん蒸のた
　め臨時休館します。

 「おはなしルーム」
日時　6月 14日㈬
　　　13：20～ 14：00
会場　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　6月 28日㈬
　　　10：30～
会場　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「I LOVE モーツァルト」
　 石 田 衣 良 （幻冬舎）

　今年はモーツァル
ト生誕 250 年。クラ
シックをカジュアル
に楽しむために選ば
れた 10 曲も紹介さ
れています。心に響
く音楽をぜひ読んで
みませんか？

「12歳たちの伝説」
　　　　　　　後藤竜二（新日本出版）
　6 年 1 組は学級崩
壊パニック学級。そ
んなクラスに頼りな
さそうな先生がやっ
てきて、子どもたち
は次第に変わってい
きます。1～ 5巻ま
でそろいました。

  

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
４
月

23
日
、
文
部
科
学
省
が
主
催
す
る

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
活
動
を

評
価
さ
れ
、
竹
田
市
立
図
書
館
と

大
分
県
立
竹
田
高
校
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
立
図
書
館
は
、
乳
幼
児

健
診
に
あ
わ
せ
た
読
み
聞
か
せ
や

学
校
と
連
携
し
た
図
書
の
団
体
貸

付
等
、
乳
幼
児
か
ら
生
徒
ま
で
連

続
し
た
読
書
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

竹
田
高
校
は
、
同
じ
く
図
書

館
と
提
携
し
た
団
体
貸
付
や
、
バ

ー
コ
ー
ド
管
理
に
よ
る
簡
単
な
貸

付
、
総
合
学
習
で
図
書
室
を
利
用

す
る
等
、
生
徒
が
図
書
室
を
利
用

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 4月 30日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,443 人　　( ＋ 21 人 )
　男性　12,837 人　 ( ＋ 16 人 )
　女性　14,601 人　 ( ＋   5 人 )
世帯数　10,777世帯 (＋59世帯 )

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第15回

　

浅
い
山
地
の
常
に
湿
り
気
の

あ
る
半
陰
地
の
岩
の
上
に
生
育

す
る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
地
下
に
１
〜
２
個
の
多

肉
質
で
ず
ん
ぐ
り
し
た
紡ぼ

う
す
い錘
形

の
根
が
あ
り
ま
す
。

　

長
楕
円
形
で
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
細

い
茎
の
下
部
に
１
枚
だ
け
つ
き
、

長
さ
８
㌢
、
幅
が
２
㌢
ほ
ど
で

す
。
葉
の
基
部
は
少
し
茎
を
抱

き
、
そ
の
下
は
数
㌢
ほ
ど
鞘さ

や

状

に
な
り
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
斜
め
に
傾
い
た
茎

の
上
部
に
一
方
向
に
片
寄
っ
て
、

長
さ
４
㌢
ほ
ど
の
総そ

う
じ
ょ
う
か
じ
ょ

状
花
序
に

淡
紫
色
の
径
３
・
５
㍉
、
長
さ
５

㍉
ほ
ど
の
小
さ
な
ラ
ン
特
有
の

形
を
し
た
花
を
10
個
内
外
咲
か

せ
ま
す
。

　

全
体
に
ミ
ニ
植
物
で
、
花
が

小
さ
く
そ
の
姿
が
可か

れ
ん憐
な
の
で

雛ひ
な
ら
ん蘭

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
を
含
め
、
こ
の
大
野
川

上
流
域
で
は
阿
蘇
溶よ

う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

結
凝
灰
岩

の
上
に
ご
く
わ
ず
か
な
個
体
が

観
察
さ
れ
非
常
に
貴
重
で
す
。

大
分
県
の
絶
滅
危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。

　

花
期
は
６
月
で
す
。

阿孫　久見

ヒナラン（ラン科）

感動を生み出す舞台裏の表舞台
くじゅうサンホールボランティアスタッフ募集

　華やかな文化芸術活動の裏側には多くの支
えが必要です。竹田市久住中央公民館では文
化芸術活動を支えるボランティアスタッフを
育成しています。研修や実践を体験して “この
まち” のいろんなイベントの助っ人になってく
ださい！
・様々な文化研修に参加！
・地域文化芸術の情報を交換！
・舞台機材等の知識を習得！
・スタッフとして活動しよう！

　一つでも興味を持った
方は、左記へご連絡、ス
タッフ登録してください。
「やれる時に自分ができる
ことだけ」でいいんです！

●お問い合せ・申込み
　竹田市久住中央公民館事務局
　☎0974-76-0717
　　　（平日8:30～ 17:00）

◇
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
月
間
の
５
月
、

県
内
で
は
県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
祭
が
開
催
さ
れ
、
竹
田
市
で

も
20
日
に
太
極
拳
、
28
日
に
３
Ｂ

体
操
や
フ
ッ
ト
サ
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
写
真
の
掲
載
は
次
号
に
な

り
ま
す
が
、
指
導
の
先
生
の
熟
練

し
た
動
き
や
楽
し
そ
う
に
集
ま
っ

た
人
々
を
見
る
と
、
私
も
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
◇
表
紙
の
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
、
昨
年
平
治
岳
に

登
っ
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
開

花
の
当
た
り
年
で
し
た
が
、
そ
の

日
は
登
っ
た
時
間
が
遅
か
っ
た
せ

い
で
雲
に
悩
ま
さ
れ
た
な
と
思
い

出
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
早
起
き

し
て
、
ま
た
登
ろ
う
か
な
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
野
）
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２
階　

美
術
展
示
室

「
田
能
村
竹
田
と
岡
藩
」

　

竹
田
初
期
の
作
品「
河
豚
図
」「
茂
林
雨
後
図
」

「
漁
夫
図
」
を
展
示
し
ま
す
。

　

６
月
15
日
㈭
ま
で

第
７
回「
田
能
村
竹
田
」生
誕
記
念
の
日

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

　

６
月
11
日
㈰　

10
時
〜

「
佐
久
間
竹
浦
と
大
分
の
南
画
」

　

６
月
16
日
㈮
〜
７
月
20
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
水
琴
館
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

　

伊
東
正
明
・
弘
永
き
ぬ
え
等
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
６
月
４
日
㈰
ま
で

「『
久
住
万
作
の
会
』
結
成
６
周
年

　
作
品
発
表
会
」

　

阿
蘇
、
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
風
景
写
真
を

主
に
、
作
品
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

６
月
７
日
㈬
〜
18
日
㈰

「
県
美
協
会
竹
田
支
部

　
（
日
・
洋
・
彫
・
工
）
作
品
展
」

　

作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

６
月
20
日
㈫
午
後
〜
７
月
２
日
㈰

※
６
月
６
日
は
、
展
示
替
え
の
た
め
お
休
み
し

　

ま
す
。
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜

　

日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌

　

日
で
す
。

美
味
し
さ
お
届
け
し
ま
す
。

　

竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
大
分
県
主
催
の
ワ
ン

コ
イ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
品
評
会
に
お
い
て
、
竹
田

市
か
ら
出
品
し
た
商
品
の
う
ち
８
点
が
県
の
選

奨
商
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
れ
ら
の
商
品
を
製
造
す
る
８

か
所
の
農
産
加
工
所
が
「
竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン

倶
楽
部
」
を
設
立
、新
市
誕
生
１
周
年
を
迎
え
、

新
し
い
特
産
品
と
し
て
「
竹
田
市
ワ
ン
コ
イ
ン

･

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

今
回
は
１
０
０
セ
ッ
ト
限
定
の
モ
ニ
タ
ー
販

売
と
な
り
ま
す

が
、
好
評
の
場

合
は
お
中
元
商

品
と
し
て
企
画

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
利
用
と

ご
助
言
を
お
願

い
し
ま
す
。

商
品
紹
介　
「
豆
乳
セ
ッ
ト
（
工
房
『
卯
の
花
』）」、

　
「
ゆ
ず
味
噌
（
湯
の
郷
農
産
）」、「
ト
マ
ト
ケ

　

チ
ャ
ッ
プ
（
エ
ム･

ナ
イ
ン
）」、「
竹
灯
籠
（
林

　

研
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
）」、「
久
住
高
原
漬
け

　

物
セ
ッ
ト
（
さ
や
か
加
工
『
す
み
れ
』）、「
パ

　

ン
・
オ
・
ク
ジ
ュ
ウ
（
ぱ
ん
こ
ろ
り
ん
）」、「
大

　

地
の
恵
み
（
食
の
工
房
28
）」、「
ウ
イ
ン
ナ

　

ー
３
種
セ
ッ
ト
（
ハ
モ
ン
・
デ
・
ク
ジ
ュ
ウ
）」

代
金　

５
、０
０
０
円
（
税
込
・
宅
配
料
込
）

注
文
方
法　

農
林
畜
産
課
・
各
総
合
支
所
産
業

　

課
・
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
加
盟
の
各
加
工
所

　

に
あ
る
注
文
書
に
記
入
の
上
、
代
金
を
添
え

　

て
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

遠
方
の
方
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
事
務

　

局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〆
切　

６
月
11
日
㈰　

16
日
か
ら
21
日
の
間
に

　

ク
ー
ル
宅
配
便
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ワ
ン
コ
イ
ン
倶
楽
部
事
務
局

　
（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

℻
０
９
７
４‒

64‒

３
１
０
７

　第9回
　「久住高原の唄」
　　日本一大会
日時
　6月17日㈯ 予選 9:45 ～ 17:00
　6月18日㈰ 決勝 9:15 ～ 12:00
会場
　くじゅうサンホール

『久住大船　朝日に晴れて
　駒はいななく　草千里　草千里』

　昭和の初め頃、別府市在住山下
彬麿さんが久住高原を訪れた折、
その雄大さに魅了され「久住高原
の唄」を作りました。
　現在も雄大な自然はそのまま残
り、久住高原の唄もふるさとの歌
として親しまれています。
●お問い合せ
　久住高原観光協会内
　久住高原の唄日本一大会実行委
　員会
　☎ 76-1610
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市
　
政

市
政
モ
ニ
タ
ー

〜
あ
な
た
の
意
見
を
市
政
に
〜

　
竹
田
市
で
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
７
月
３
日
㈪
ま
で
に
本
庁
総
務
課
秘

書
広
聴
係
又
は
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格

①
竹
田
市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

　
上
で
議
員
及
び
国･

県･

市
の
職
員
で
な
い
人
。

②
市
政
に
関
心
が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
積

　
極
的
に
参
加
で
き
る
人
。

主
な
内
容

①
市
政
に
関
す
る
提
言
や
意
見
、
地
域
の
話
題

　
等
の
提
出

②
市
政
に
関
す
る
懇
談
会
や
市
議
会
の
傍
聴

●
お
問
い
合
せ
　
総
務
課
秘
書
広
聴
係

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

  

生
活
情
報

「
架
空
請
求
」

　
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
架
空
の
有
料
番
組
サ

イ
ト
利
用
料
金
、
恋
人
紹
介
事
業
の
事
務
手
数

料
、
民
法
指
定
消
費
料
金
、
債
権
等
を
請
求
し
、

「
入
金
が
な
い
場
合
は
自
宅
、
勤
務
先
へ
回
収

に
行
く
」
等
と
記
載
さ
れ
た
悪
質
な
文
書
が
、

電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
封
書
、
電
報
等
で
届

け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
手
口
は
、
再
発
防
止
策
の
網
の

目
を
く
ぐ
っ
て
、
次
々
と
新
た
な
手
口
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
銀
行
振
込

を
指
定
し
て
い
た
も
の
が
現
金
書
留
の
送
金
を

指
定
す
る
外
、
実
在
す
る
公
的
機
関
や
企
業
に

よ
く
似
た
名
称
の
使
用
、
支
払
督
促
や
デ
ジ
タ

ル
放
送
等
の
広
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
制
度
の

悪
用
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策

１
．
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
払
わ
な
い

２
．
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

　
　
て
み
る

３
．
そ
れ
以
上
個
人
的
な
情
報
は
知
ら
せ
な
い

４
．
証
拠
は
保
管
し
ま
し
ょ
う

５
．
警
察
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
せ
　
商
工
観
光
課

　
☎
63
─４
８
０
７

九
州
電
力
社
員
を
装
う
詐
欺
事
件

　
九
州
電
力
株
式
会
社
社
員･
調
査
員
を
装
い

「
漏
電
し
て
い
る
」「
す
ぐ
に
工
事
を
し
な
い
と

危
な
い
」
等
の
文
言
で
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐

欺
事
件
が
、
県
内
及
び
九
州
各
県
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
九
州
電
力
は
、
関
係
会
社
に
委
託
し
屋
外
の

引
込
線
・
計
器
の
工
事
、屋
内
の
調
査
等
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
で
現
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
九
州
電
力
社
員
は

「
社
員
証
」、
関
係
会
社
の
従
業
員
は
「
従
業
員

証
明
証
」「
工
事
者
証
明
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
必
ず
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る

か
、
不
審
な
時
は
最
寄
り
の
九
州
電
力
営
業
所

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
九
州
電
力
株
式
会
社
竹
田
営
業
所

　
☎
０
１
２
０
─９
８
６
─５
１
１
（
フ
リ
ー
）

  

競
　
売

ト
ラ
ッ
ク
競
売

日
時
　
６
月
20
日
㈫
　
14
時
〜

場
所
　
清
掃
セ
ン
タ
ー

物
件
　
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）

●
お
問
い
合
せ

　
環
境
衛
生
課
　
☎
63
─４
８
２
１

  

福
　
祉

は
り
、
き
ゅ
う
助
成

　
は
り
、
き
ゅ
う
の
施
術
に
対
し
て
助
成
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
　
満
年
齢
70
歳
以
上
の
方
。
身
体
障
害

　
者
手
帳
を
有
し
て
い
る
場
合
は
65
歳
以
上
の

　
方
。

助
成
内
容
　
施
術
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円

　
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
対
象
者
１
人
に
つ

　
き
年
６
回
以
内
で
す
。

利
用
可
能
施
設
　
千
房
鍼
灸
治
療
院
（
竹
田
）・

　
千
房
整
骨
院
（
竹
田
町
）・
鍵
小
野
鍼
灸
療

　
院
（
会
々
）・
岩
本
千
鶴
子
（
玉
来
）・
ほ
ほ

　
え
み
鍼
灸
院
（
玉
来
）・
廣
瀨
鍼
灸
治
療
院

　（
久
住
町
大
字
有
氏
）・
羽
田
野
鍼
灸
院
（
直

　
入
町
大
字
長
湯
）・
吉
野
英
治
鍼
灸
院
（
直

　
入
町
大
字
長
湯
）・
桑
畑
鍼
灸
治
療
院
（
直

　
入
町
大
字
長
湯
）・
後
藤
鍼
灸
院
（
直
入
町

　
大
字
長
湯
）・
釘
宮
鍼
灸
院
（
豊
後
大
野
市

　
朝
地
町
朝
地
）（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

申
込
方
法
　
福
祉
事
務
所
又
は
各
総
合
支
所
市

　
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
押

　
印
の
の
ち
、
施
設
利
用
証
（
６
枚
綴
り
）
を

　
交
付
し
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

　
て
い
る
方
は
、
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
福
祉
事
務
所

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

　
又
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
参
加
者
募
集

　
長
い
夏
休
み
を
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
有
意
義
に
過
ご
し
、
ご
家
族
の
介
護
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

会
場
　
旧
南
部
小
学
校
・
旧
南
部
幼
稚
園
（
豊

　
後
大
野
市
大
野
町
矢
田
）

期
間
中
連
絡
先

　
☎
０
９
０
─４
５
８
１
─０
８
５
８

期
間
　
７
月
25
日
㈫
〜
29
日
㈯

　
　
　
８
月
１
日
㈫
〜
５
日
㈯

　
　
　
８
月
８
日
㈫
〜
12
日
㈯

　
　
　
８
月
22
日
㈫
〜
26
日
㈯

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
　
９
時
〜
16
時
（
参
加
者
）

募
集
〆
切

　
６
月
20
日
㈫

募
集
内
容

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象

　
障
が
い
が
あ
る
児
童
・
生
徒
さ
ん
に
理

　
解
を
示
し
、や
さ
し
く
や
る
気
が
あ
る
方
で
、

　
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
過
ご
せ
る
高
校
生
以

６
月
の
お
し
ら
せ
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上
の
方

※
事
前
研
修
を
１
回
受
講
願
い
ま
す
。

送
迎　

清
川
駅
〜
会
場
間
は
送
迎
し
ま
す
。

◇
参
加
者

対
象　

竹
田
養
護
学
校
、
障
が
い
児
学
級
に
在

　

籍
し
て
い
る
児
童
、
生
徒

参
加
費　

１
人
１
日
５
０
０
円

準
備
す
る
も
の　

弁
当
、水
筒
、水
着
、着
替
え
、

　

薬
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
そ
の
他
必
要
な
も
の

●
お
問
い
合
せ･

申
し
込
み

　

紫
雲
会
本
城
苑　

本
田
、
安
元

　

☎
０
９
７
４
─22
─３
２
３
０

　

豊
後
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

阿
南

　

☎
０
９
７
４
─22
─１
２
０
０

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

森

　

☎
０
９
７
４
─63
─１
５
４
４

平
成
18
年
度
と
き
め
き
作
品
展

　

県
内
在
住
の
障
が
い
者
・
児
の
文
化
活
動
発

表
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
と
き
め
き
作

品
展
」
に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書
・
陶
芸
・
工
芸

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
に
備
付
け
の
申
込
書

　

に
作
品
写
真
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈮
〜
７
月
19
日
㈬

展
示
期
間　

９
月
29
日
㈮
〜
10
月
３
日
㈫

展
示
場
所　

ト
キ
ハ
別
府
店
１
階
コ
ス
モ
ピ
ア

　

セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
・
１
５
９
）

　

又
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

  

年　

金

年
金
の
支
払
（
振
込
）
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

改
定
通
知
書･

振
込
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
は
、

年
１
回
毎
年
６
月
に
翌
年
４
月
ま
で
の
各
支
払

予
定
日
の
支
払
額
を
記
載
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
年
金
額
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
平
成
18
年

度
は
年
金
額
が
０
・
３
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま

す
）。

　

な
お
、
振
込
通
知
書
は
原
則
と
し
て
年
１
回

し
か
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

  
保
健
衛
生

平
成
18
年
度
精
神
保
健
家
族
教
室

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長

期
に
渡
る
治
療
が
多
く
再
発
も
し
や
す
い
統
合

失
調
症
に
つ
い
て
、
家
族
が
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
適
切
な
対
応
や
社
会
復
帰
・
社
会
参
加
に

つ
い
て
学
ぶ
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対
象　

統
合
失
調
症
で
治
療
中
の
方
の
家
族

場
所

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

時
間　

13
時
〜
16
時

参
加
費　

６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

日
程
・
内
容

第
１
回　

６
月
14
日
㈬　
「
病
気
の
仕
組
み
と

　

経
過
・
病
気
へ
の
対
処
の
工
夫
」

第
２
回　

７
月
５
日
㈬　
「
治
療
の
作
用
と
副

　

作
用
・
障
害
へ
の
対
処
の
工
夫
」

第
３
回　

８
月
２
日
㈬　
「
受
け
ら
れ
る
援
助
・

　

回
復
者
か
ら
の
報
告
」

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト

　

コ
ム
お
お
い
た
）

　

☎
０
９
７
─５
４
１
─６
２
９
０

　

℻
０
９
７
─５
４
１
─６
６
２
７

県
病
健
康
教
室「
造
血
幹
細
胞
移
植
」

　

大
分
県
立
病
院
が
開
催
す
る
県
病
健
康
教
室

で
は
、
平
成
18
年
６
月
か
ら
「
造
血
幹
細
胞
移

植
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
（
入
場
無
料
）。

会
場　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂 （
大
分
市
）

時
間　

13
時
〜
14
時

日
程

第
１
回　

６
月
20
日
㈫

　
「
造
血
幹
細
胞
移
植
っ
て
何
？
そ
の
１
」 

第
２
回　

７
月
18
日
㈫

　
「
造
血
幹
細
胞
移
植
っ
て
何
？
そ
の
２
」 

第
３
回　

８
月
22
日
㈫

　
「
造
血
幹
細
胞
移
植
っ
て
何
？
そ
の
３
」 

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院
総
務
課

　

☎
０
９
７
─５
４
６
─７
１
１
８

１
２
１
万
人
夏
の
夜
の
大
作
戦

　

̶

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト̶

　

ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
の
一
環
と
し

て
、
６
月
21
日
㈬
夏
至
の
日
に
、
20
時
か
ら
22

時
ま
で
の
２
時
間
、
最
小
限
の
灯
り
で
過
ご

す
、
使
わ
な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

く
等
、
自
由
に
簡
単
な
方
法
で
省
エ
ネ
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
推
進
室

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
３
０
２
４
）

　

http://pref.oita.jp/13010/gom
i0/

 手作りキャンドルの作り方-

　　　　　　　　　廃食用油を使って
　　　　　　　　　手作りのキャンドルで
　　　　　　　　　夏至の夜を過ごしましょう！

1. 準備するもの
・廃食用油　200 ㍉㍑・凝固剤 20 ㌘・かおり付けの
アロマオイル・たこ糸（芯）・容器（コップ、湯飲み、ジャ
ム容器等 ( 約 200 ㍉㍑ )）・割り箸
2. 作り方
①廃食用油をフライパン ( 鍋 ) に入れ、気泡が出てき
　たら凝固剤 20 ㌘を加えかき混ぜて溶かす。
②火を止め、アロマオイルを 5～ 6滴入れ、かき混ぜ
　て容器に入れる。
③容器の中心に芯を底まで入れ、割り箸で挟んで固定
　する ( 約 5分 )。
3. 参考
　50㍉㍑で 2時間程度もちます。
　廃食用油の臭いは、塩析すると薄らぎます（※塩析
…廃食用油約 200 ㍉㍑に水道水 50㍉㍑と食塩小さじ
1杯を加えてよく振り、30分程度放置した上澄みを使
用すること）。
　チョーク、クレヨンで色付けもできます。オイルと
同時に加えてください。



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈭ ・全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター、直入総合支所、久住中央公民館、福祉健康エリア）
・竹田温泉「花水月」休館日　・人権擁護委員の日　・気象記念日　・水道週間（7日まで）　・がけ崩れ防災週間（7日まで）　・電波利用保護旬間（10日まで）

2 ㈮ ・第 14回高齢者のよい歯のコンクール応募〆切

3 ㈯ ・選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（7日まで／選挙管理委員会事務局）　・新嘗祭献穀田、御田植式（予定）10:00 ～ 12:00　・「九重野生涯現役村」体験（九重野）　・第 49回大分県
椎茸品評会　・荻町ソフトボール大会準決勝・決勝　・消防団新入団員訓練会 16:00 ～ 20:00（直入総合運動場）　・南河内ホタル祭り　・久住山開き前夜祭 19:00 ～（長者原〔九重町〕）

4 ㈰ ・くじゅう山開き　・消防団竹田方面隊操法統一訓練会 12:00 ～ 17:00（市役所本庁舎裏駐車場）
・歯の衛生週間（10日まで）　・危険物安全週間（10日まで）

5 ㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日
・海洋環境保全推進週間（11日まで）　・環境の日

6 ㈫
7㈬ ・ブッククラブ 13:30 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

8 ㈭ ・平成 18年度土砂災害に対する全国統一防災訓練 10:00 ～ 12:00（玉来、君ヶ園）
・竹田温泉「花水月」休館日

9 ㈮ ・平成 18年度全国安全週間説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔大野広域総合文化センター〕小ホール〔豊後大野市〕）

10㈯ ・B&G海洋クラブ艇庫開き 13:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター艇庫〔長湯ダム〕）
・県境を越えて阿蘇市と竹田市の女性が手を結ぶ " 女性フォーラム in 竹田 4th ステージ "14:00 ～ 16:30（竹田市総合社会福祉センター）

11㈰ ・第7回「田能村竹田」生誕記念の日 ギャラリートーク10:30～（竹田市立歴史資料館）パーティー12:00～（竹田荘公園特設会場）　・交通事故・創業他無料相談会10:00～16:00（竹田市中央公民館小会議室）
・直入地域自治会対抗ソフトボール大会　・竹田市歩こう会「長湯ダム散策」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）　・消防団荻方面隊操法統一訓練会 19:00 ～ 22:00（荻小学校グラウンド）

12㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

13㈫
14㈬ ・第 1回精神保健家族教室 13:00 ～ 16:00（大分県精神保健福祉センター研修室〔大分市〕）

・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）

15㈭ ・第 14回高齢者のよい歯のコンクール第一次審査（竹田保健所）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日

竹田市のこよみ6月
2006年



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

16㈮ ・青少年の日

17㈯ ・久住高原の唄日本一大会 9:40 ～ 15:00（くじゅうサンホール）
・荻地域男子バレーボール大会

18㈰ ・久住高原の唄日本一大会 9:40 ～ 15:00（くじゅうサンホール）　・荻地域女子バレーボール大会
・家庭の日

19㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日
・食育の日

20㈫ ・県病健康教室「造血幹細胞移植って何？その 1」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂）
・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（7月 19日まで）

21㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・121 万人夏の夜の大作戦－キャンドルナイト－ 20:00 ～ 22:00（大分県）　・国内ハンセン病療養
所入所者等に対する補償金請求〆切　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

22㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

23㈮ ・男女共同参画週間（29日まで）

24㈯ ・第 2回 B&G海洋クラブ 13:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター艇庫〔長湯ダム〕） 
・第 104 回瀧廉太郎追悼祭･追悼音楽祭 13:00 ～（瀧廉太郎記念館）　・竹田市歩こう会「東部散策」8:30 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）

25㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「新緑の久住高原」8:30 竹田市役所集合～平木貯水場一帯（※ 2）　・竹田市消防操法大会
・ハンセン病を正しく理解する週間（7月 1日まで）

26㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日
・国際麻薬乱用撲滅デー

27㈫
28㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

29㈭ ・沢水キャンプ場開き 10:30 ～（雨天決行）
・竹田温泉「花水月」休館日

30㈮ ・市県民税 1期・前納期限

月　間・
その他

・不正大麻・けし撲滅運動（30日まで）　・情報通信月間（15日まで）　・不法就労外国人対策キャンペーン（30日まで）　・特区、地域再生、規制改革・民間開放等の集中受付月間 　・食育月間　・男
女雇用機会均等月間　・外国人労働者問題啓発月間　・リウマチ月間　・農薬危害防止運動月間　・まちづくり月間　・土砂災害防止月間　・「不正改造車を排除する運動」強化月間　・環境月間

7 月初旬
の行事

・第 52回男子・第 58回女子全日本総合ソフトボール選手権大会九州地区予選会（7月 1、2日 /竹田市総合運動公園多目的広場、市民球場、飛田
川野球場）



たけたん情報 平成18年6月号 ❻

  
イ
ベ
ン
ト

第
７
回「
田た

の能
村む

ら
ち
く
で
ん

竹
田
」生
誕
記
念
の
日

　

生
誕
２
３
０
年
を
迎
え
る
田
能
村
竹
田
。
江

戸
期
の
大
学
者
頼ら

い
さ
ん
よ
う

山
陽
が
田
能
村
竹
田
を
訪

ね
た
故
事
に
ち
な
ん
で
、
竹
田
市
民
が
訪
れ
る

人
々
を
も
て
な
し
、
南
画
の
里
づ
く
り
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

主
催　

南
画
の
里
づ
く
り
を
す
す
め
る
会

日
時　

６
月
11
日
㈰

10
時
30
分
〜　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
で
、
学

　

芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し

　

ま
す
。

12
時
〜　

竹
田
荘
公
園
特
設
会
場
で
、１
、０
０
０

　

円
で
竹
田
田
楽
等
を
提
供
し
ま
す
。
ハ
ゲ
イ

　

ト
ウ
の
苗
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

わ
た
な
べ
酒
店

　

☎
63‒

２
４
２
１

  

試　

験

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験

と
し
て
「
平
成
18
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

職
種
区
分　

行
政
事
務
、
機
械
、
土
木
、
農
業
、

　

農
業
土
木
、
林
業
、
税
務

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
（
税
務
区
分

　

は
昭
和
61
年
４
月
２
日
）
〜
平
成
元
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間　

６
月
20
日
㈫
〜
27
日
㈫

第
１
次
試
験
日　

９
月
３
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博

　

多
駅
東
２‒

11‒

１

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

　

http://w
w
w
31.ocn.ne.jp/~npaq/

大
分
県
調
理
師

　

大
分
県
で
は
、
調
理
師
法
（
昭
和
33
年
法
律

第
１
４
７
号
）
第
３
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
㈫　

９
時
30
分
〜
11
時
45
分

会
場　

別
府
大
学

受
験
資
格　

飲
食
店
や
給
食
施
設
等
に
お
い
て

　

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
者
。

試
験
科
目
と
出
題
形
式　

食
文
化
概
論
、
衛
生

　

法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、

　

食
品
衛
生
学
、
調
理
理
論
に
つ
い
て
、
客
観

　

式
四
肢
択
一

受
付
期
間　

６
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮

　

試
験
案
内
及
び
受
験
申
請
書
一
式
は
県
民
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保
険
所
で
配
布
し
、
受

け
付
け
ま
す
。

受
験
手
数
料　

６
、２
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１　

大
分
市
大
手
町
３‒

　

１‒

１

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
６
７
）

設
備
士
再
講
習
（
法
定
義
務
）
を

受
講
し
て
い
ま
す
か
？

　

こ
の
再
講
習
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
５
年
以

内
に
１
回
（
初
回
は
３
年
）
受
講
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
受
講
し
な

い
場
合
は
、
免
状
の
返
納
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

日
時　

６
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教
育
事
務
所

　

〒
８
７
０‒

０
９
０
１　

大
分
市
西
新
地
１‒

　

９‒

５

　

☎
０
９
７‒

５
５
８‒

５
４
８
３

　

http://w
w
w
.oitalpg.or.jp/

平
成
18
年
度
火
薬
試
験

　

㈳
全
国
火
薬
類
保
安
協
会
で
は
、
火
薬
類
取

締
法
第
31
条
第
３
項
に
基
づ
く
火
薬
類
製
造
・

取
扱
保
安
責
任
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

種
類　

甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
　
　

乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
　
　

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試
験

日
時　

８
月
27
日
㈰　

13
時
〜

会
場　

大
分
大
学
教
養
教
育
棟

受
付
期
間

　

６
月
27
日
㈫
〜
７
月
６
日
㈭

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
土
・
日
除
く
）

受
験
手
数
料　

１
２
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

㈳
全
国
火
薬
類
保
安
協
会
大

　

分
県
試
験
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

０
７
７
１

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

日
時　

７
月
23
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場　

新
日
鉄
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー「
攻
玉
寮
」

講
習
種
別　

１
・
４
・
６
類
（
各
甲
乙
種
）

受
付
期
間　

６
月
19
日
㈪
〜
７
月
14
日
㈮

※
申
請
書
は
、
県
内
各
消
防
本
部
等
で
交
付
し

　

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２‒

　

12‒

10
昭
栄
ビ
ル
４
階

　

☎
０
９
７‒
５
３
７‒

３
１
２
５

  

狩　

猟

平
成
18
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

次
の
通
り
、
平
成
18
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望

す
る
人
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

種
類
・
日
時

網
・
わ
な
猟

　

７
月
21
日
㈮　

10
時
〜
16
時

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃

　

７
月
22
日
㈯　

10
時
〜
16
時

　
　
　

23
日
㈰　

10
時
〜
16
時
30
分

場
所　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
下
郡
）

講
習
内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟
具

　

の
取
扱
い
、
実
技

受
講
料　

７
、０
０
０
円
〜

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈯
〜
12
日
㈬

●
お
問
い
合
せ　

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

  

案　

内

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

　

文
部
科
学
省
所
管
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
12
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
先　

米
国･

英
国
・
豪
州･

カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ

　

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ

　

ン･

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
地
域
見

　

学
、
野
外
活
動
等

対
象　

小
３
〜
高
３
ま
で
の
児
童･

生
徒

参
加
費　

14
・
５
〜
49
・
８
万
円

　
　
　
（
共
通
経
費
別
途
）

申
込
〆
切　

６
月
９
日
㈮
又
は
20
日
㈫

●
お
問
い
合
せ･

申
込
み
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〒
１
６
０‒

０
０
０
４　

東
京
都
新
宿
区
四

　

谷
２‒
11　

大
村
ビ
ル
３
階　

㈶
国
際
青
少

　

年
研
修
協
会

　

☎
03‒

３
３
５
９‒

８
４
２
１

　

℻
03‒

３
３
５
４‒
２
２
０
７

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

宝
く
じ
を
換
金
し
て
い
ま
す
か
？

　

宝
く
じ
の
当
選
金
の
支
払
い
期
間
は
、
支
払

い
開
始
日
よ
り
１
年
間
で
す
。
せ
っ
か
く
の
当

た
り
を
無
に
し
な
い
よ
う
、
宝
く
じ
を
買
っ
た

ら
し
っ
か
り
調
べ
て
必
ず
換
金
し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
国
発
行
の
宝
く
じ
を
日
本
国
内
で
購
入
す

　

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

㈶
日
本
宝
く
じ
協
会

   http://w
w
w
.takarakuji.nippon-net.ne.jp

第
21
回
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

　

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で
す
。

　

大
分
労
働
局
で
は
、
大
分
県
消
費
生
活
・
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
「
ア
イ
ネ
ス
」
に
て
、
次

の
と
お
り
働
く
女
性
の
た
め
の
出
張
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈪
・
６
日
㈫

　
　
　

14
時
〜
17
時

場
所　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ

　

ラ
ザ
「
ア
イ
ネ
ス
」（
大
分
市
東
春
日
町
）

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

☎
０
９
０‒

２
５
０
０‒

６
７
７
７

期
間　

６
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

４
０
２
５

　

大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
（
大
分
市
東
春
日
町
17‒

20
）

  

水　

道

第
48
回
水
道
週
間

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。

　
「
安
全
と　

お
い
し
さ
ご
く
り　

水
道
水
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
水
道
の
大
切
さ
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を
！

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い
つ
も
き
れ
い

　

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
メ
ー
タ
ー
か
ら
離

　

し
て
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
届
出
は
し
て
い
ま
す
か
？

　

新
し
く
水
道
を
使
用
し
た
い
時
は
「
開
始

届
」、引
越
し
や
長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
「
中

止
届
」、
持
ち
主
や
使
用
者
が
変
わ
っ
た
時
は

「
名
義
変
更
届
」、
水
道
メ
ー
タ
ー
が
不
要
に
な

っ
た
時
は
「
廃
止
届
」
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
３
年
以
上
中
止
の
状
態
が
続
く
と
権

利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
満
期
日
前
に
「
時

効
延
長
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

水
道
課　

☎
63‒
１
０
４
６

朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外
に
！

　

朝
一
番
や
旅
行
等
で
留
守
に
し
た
後
の
最
初

の
水
は
、
各
家
庭
の
給
水
管
に
長
時
間
滞
留
し

た
も
の
で
す
。
古
い
給
水
管
に
は
裸
の
鉛
管
を

使
用
し
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
家
庭
で
は
鉛
が
幾
分
溶
出
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
昨
年
よ
り
敷
設
替
え
に
着
手
し

ま
し
た
が
、
件
数
が
多
い
た
め
多
額
の
費
用
と

長
い
年
月
を
要
し
ま
す
。

　

長
時
間
使
用
し
な
か
っ
た
時
の
水
は
、
念
の

た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
く
ら
い
は
飲
み
水
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
水
道
工
事
の
ご
相
談
は
…

　

管
工
事
協
同
組
合　

☎
63‒

３
１
６
５

　

又
は
加
盟
15
業
者

  

労　

働

平
成
18
年
度
全
国
安
全
週
間
説
明
会

　

７
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
産
業
界
に
お
け
る

労
働
安
全
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
な
労
働
安
全

活
動
の
定
着
を
図
る
全
国
安
全
週
間
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
こ
の
週
間
等
に
お
け
る
実
施

要
綱
や
関
係
法
令
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
９
日
㈮　

14
時
〜
16
時

会
場　

エ
イ
ト
ピ
ア
大
野
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
）

主
催　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

●
お
問
い
合
せ

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
雇
用
環
境
の

整
備
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

改
善
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
企

業
に
支
給
さ
れ
る
各
種
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
７
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

会
場　

大
分
県
医
師
会
館
７
階
大
会
議
室

　
（
大
分
市
駄
の
原
）

主
催　

大
分
労
働
局
・
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大

　

分
事
務
所

対
象
者　

事
業
主
・
職
業
家
庭
両
立
推
進
者
・

　

短
時
間
雇
用
管
理
者
・
人
事
労
務
担
当
者
等

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒
５
３
８‒

７
７
５
５

　

℻
０
９
７‒
５
３
８‒

７
７
５
６

  

求　

人

◇
土
木
技
術
士
３
人
20
〜
40
才
22
〜
33
万
◇

通
訳･

翻
訳
１
人
18
〜
35
才
20
〜
25
万
◇
理
学

療
法
士
１
人
21
〜
40
才
15
・
６
〜
22
万
◇
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
45
才
以
下
17
・
１
〜

26
・
１
万
◇
看
護
師
１
人
年
齢
不
問
18
・
２
〜

26
・
７
万
◇
看
護
補
助
者
10
人
年
齢
不
問
13
〜

16
万
◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
年
齢
不
問
18

万
◇
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
１
人
18
〜
30
才
13
・
５

〜
17
・
６
万
◇
フ
ロ
ン
ト
受
付
１
人
25
才
以

下
12
・
５
万
◇
給
食
調
理
員
１
人
年
齢
不
問

13
・
８
万
◇
販
売
外
交
員
１
人
年
齢
不
問
12
万

◇
販
売
員
１
人
年
齢
不
問
11
・
９
〜
13
・
２
万

◇
営
業
３
人
20
〜
35
才
15
〜
27
万
◇
カ
ウ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
係
１
人
18
〜
35
才
18
〜
35
万
◇

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
１
人
年
齢
不
問
13
・
５
〜

15
・
５
万
◇
自
動
車
整
備
士
１
人
18
〜
25
才
14

〜
20
万
◇
乳
製
品
製
造
工
１
人
18
〜
25
才
14
万

◇
整
備
士
１
人
18
〜
40
才
18
〜
30
万
◇
土
木
技

術
者
見
習
１
人
18
〜
40
才
15
〜
25
万
◇
土
木
作

業
員
２
人
年
齢
不
問
15
・
４
〜
17
・
６
万
◇
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
配
達
員
１
人
18
〜
35
才
14
〜
26
万
◇
土

木
作
業
員
３
人
年
齢
不
問
12
〜
16
・
８
万
◇
重

機
運
転
手
１
人
年
齢
不
問
20
〜
25
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
募
集
、
申
込
み
等
の

記
述
に
つ
い
て
省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
お
問
い
合
せ
先
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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　竹田市では本年度もプラム「鳥越」の生産希望者に対して苗木購入費の補助を行います。

【プラムの案内】　品種名　「鳥
ちょうえつ

越」
　プラムとはすももの一種で、糖度が高く徐々に消費者の間で人気が高まってきている果物です。また、
木の寿命が長く病害虫や寒さにも強く収穫時期が早いので、気象災害等を受けにくい等総合的に見ても有
望な果樹だと判断されます。
　昨年は３㌶を作付けしましたが、今後も産地化を目指し、大分県や JA大分みどりと協力して、竹田市の
果樹として生産振興を図ります。

【補助の内容】
　苗木は 1本 3,000 円のうち 2分の 1（1,500 円）を市が補助します。10㌃あたりの標準植え付け本数が
20本ですから、10㌃植え付ければ、個人負担は 30,000 円になります。

【募 集 要 項】
　作付け希望面積が最低 10㌃以上で、プラム生産者部会に加入し将来販売を目指す等の要件があります。
生産希望者は、農林畜産課及び各総合支所産業課にある申請書を提出してください。申込受付後、作付け
予定圃場の現地調査等を行い、補助対象者を決定します。

【申 込 期 日】　6月 30 日㈮まで
●お問い合せ・申込み
　農林畜産課　　　　　☎ 63-4805　荻総合支所産業課　　☎ 68-2215
　久住総合支所産業課　☎ 76-1116　直入総合支所産業課　☎ 75-2215

竹田市プラム〔すももの一種〕生産者募集！

　
大
分
県
で
は
、
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
等
の
会

合
等
に
県
庁
の
幹
部
職
員
が
お
邪
魔
し
て
、
県

政
テ
ー
マ
の
説
明
と
意
見
交
換
を
行
う
「
県
政

出
前
講
座
」へ
の
申
込
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
活
動
さ
れ
る
団
体
等
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
問
い
合
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

目
的
　
大
分
県
が
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
や

　
県
政
の
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
県
政
運

　
営
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も

　
に
、
説
明
後
の
意
見
交
換
に
よ
り
県
と
県
民

　
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

　
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
あ
ら
か
じ
め
県
が
準
備
し
た
テ
ー
マ

　（
県
が
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
や
県
政
の

　
課
題
等
）
か
ら
、
ひ
と
つ
を
選
ん
で
い
た
だ

　
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
書
と

　
テ
ー
マ
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。

※
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.

　oita.jp/1
0
4
0
0
/koucyou/dem

ae/

　ichiran1
7
_1
.pdf

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

対
象
　
県
内
の
団
体
等
が
主
催
す
る
会
合
等
で
、

　
20
人
以
上
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
事

　
業
の
目
的
の
実
現
が
可
能
な
集
会
等
が
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

場
所
等

　
こ
の
講
座
は
、
団
体
等
が
主
催
す
る

　
会
合
等
に
、
申
込
み
に
よ
り
県
の
幹
部
職
員

　
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。会
合
等
の
運
営（
会

　
場
の
手
配
、
参
加
者
等
へ
の
周
知
、
募
集
等
）

　
は
、
全
て
申
込
み
い
た
だ
い
た
人
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

派
遣
等
　
職
員
の
派
遣
に
伴
う
経
費
等
（
講
座

　
料
、
車
両
手
配
、
交
通
経
費
等
）
は
、
県
で

　
対
応
し
ま
す
の
で
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
等
　
講
座
は
、
９
〜
21
時
の
間
の
１
時
間

　
半
（
説
明
１
時
間
、
意
見
交
換
等
30
分
）
程

　
度
と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
日
時
等
と
あ

　
わ
せ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
て
調
整
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
（
申
込
み
は
、
実
施
希
望

　
日
の
２
週
間
前
と
し
て
く
だ
さ
い
）。

注
意
事
項
　
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し

　
た
催
し
等
、
県
政
出
前
講
座
の
目
的
に
反
す

　
る
と
判
断
し
た
場
合
は
申
込
み
を
お
断
り
し

　
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
講
座
は
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に

対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
が
目
的

で
す
。
そ
の
他
の
県
政
に
対
す
る
苦
情
、要
望
、

提
言
等
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
県
企
画
振
興
部
広
報
広
聴
課
広
聴
班

　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　（
内
線
２
０
９
１
）

　
℻
０
９
７‒

５
３
４‒

２
２
３
０

伺
い
ま
す
！
　
県
政
出
前
講
座

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
す
！

「
地
域
活
性
化
総
合
補
助
金
に
つ
い
て
」

「
危
機
管
理
に
つ
い
て
」

「
大
分
の
焼
き
物
　
│
鑑
定
の
こ
つ
│
」

こ
の
他
、
合
計
１
７
９
講
座
！




